
　

地
域
で
は
小
規
模
農
業
の
働
き
手
不
足
は

ま
す
ま
す
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
打
開
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
障
害
の

あ
る
人
々
に
も
農
業
の
担
い
手
と
な
っ
て
い

た
だ
く﹁
農
福
連
携
﹂が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
農
業
の
安
定
的
持
続
発
展
と
働
き
手

の
生
き
が
い
の
両
立
の
た
め
に
解
決
す
べ
き

課
題
と
は
？　

ま
た
、﹁
農
福
連
携
﹂を
強
み

と
し
て
地
域
経
済
を
成
功
に
導
く
に
は
？

　

実
地
研
究
の
事
例
を
交
え
て
解
説
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
︵
編
集
部
︶

　
昨
今
、「
農
福
連
携
」の
取
り
組
み
が
各
地

で
広
が
っ
て
い
ま
す
。「
農
福
連
携
」と
は
、

農
業
分
野
、
福
祉
分
野
双
方
の
課
題
解
決
と

メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
す
Ｗ
ｉ
ｎ
︲
Ｗ
ｉ
ｎ
の

取
り
組
み
の
こ
と
を
言
い
ま
す
が
、
そ
の
取

り
組
み
は
実
に
多
様
で
、
明
確
な
定
義
が
あ

る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
く
の
場
合
、
障

害
者
の
農
業
分
野
に
お
け
る
就
労
を
指
し
、

農
林
水
産
省
で
は
「
障
害
者
等
が
農
業
分
野

で
活
躍
す
る
こ
と
を
通
じ
、
自
信
や
生
き
が

い
を
も
っ
て
社
会
参
画
を
実
現
し
て
い
く
取

組
」
と
説
明
し
て
い
ま
す
。
広
義
に
お
い
て

は
、
医
療
機
関
や
福
祉
施
設
等
で
の
園
芸
活

動
、
園
芸
療
法
、
園
芸
福
祉
、
ケ
ア
・
フ
ァ

ー
ム
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
「
農
福
連
携
」と
い
う
言
葉
に
長
い
歴
史
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
域
の
自
然
資
源
を
活
用

し
た
福
祉
的
あ
る
い
は
医
療
的
な
取
り
組
み

の
始
ま
り
は
、「
園
芸
療
法
」の
歴
史
か
ら
紐

解
い
て
い
く
と
古
代
エ
ジ
プ
ト
時
代
に
ま
で

遡
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
医
師
が
患
者
に
庭

園
の
散
歩
を
勧
め
て
い
た
こ
と
や
、
庭
で
の

土
い
じ
り
が
精
神
疾
患
患
者
の
症
状
を
改
善

さ
せ
た
と
い
う
記
録
が
古
い
文
献
に
残
っ
て

い
ま
す
。
園
芸
の
療
法
的
な
効
果
に
つ
い
て

は
、
マ
ズ
ロ
ー
の
欲
求
５
段
階
説【
図
１
】を

基
に
し
た
松
尾
氏（
1
9
9
8
）の
論
考
が
参

考
に
な
り
ま
す
。
松
尾
氏
は
、
人
間
の
生
来

的
欲
求
を
満
た
す
手
段
と
し
て
「
本
能
的
行

動
」
と「
創
造
的
行
動
」の
２
つ
を
あ
げ
た
上

で
、
園
芸
活
動
に
含
ま
れ
る
「
猟か

る
（
手
に

入
れ
る
）
行
動
」
と「
育
て
る
行
動
」が
こ
の

２
つ
と
一
致
す
る
点
に
、
園
芸
の
療
法
的
効

果
や
「
人
間
ら
し
く
生
き
る
こ
と
を
可
能
に

す
る
」
こ
と
へ
の
期
待
が
認
め
ら
れ
る
と
説

い
て
い
ま
す
。

　
園
芸
療
法
の
専
門
領
域
と
し
て
の
本
格
的

な
発
展
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ア
メ
リ

最
近
よ
く
聞
く﹁
農
福
連
携
﹂っ
て
な
に
？

古
代
エ
ジ
プ
ト
に
始
ま
る﹁
園
芸
療
法
﹂

農学博士。専門は農業経済、農業経営。学生時代より農福連携
の調査研究や、農作業が有する健康回復効果の検証に関する研
究に従事。また、農林水産省認定「農福連携技術支援者研修（岡
山版）」講師を務めるなど、農福連携の普及推進にも尽力。

農研機構
西日本農業研究センター研究員

中本　英里
え りなか もと

「農福連携」は
持続的地域農業発展を支える鍵となるか
「農福連携」は
持続的地域農業発展を支える鍵となるか
第１回「農福連携」と「ユニバーサル農業」

※１．日本園芸療法学会では「医療や福祉分野をはじめ、多様な領域で支援を必要とする人たち（療法的かかわりを要する人々）の幸福を、園芸を
通して支援する活動」と定義しています。

自己
実現欲求

自我の欲求自我の欲求

社会的欲求社会的欲求

安全欲求安全欲求

生理的欲求生理的欲求

あるべき自分、自己成長したい

他人から認められたい、尊敬されたい

集団に属する、仲間として愛されたい

身の安全、健康、経済的安定

食事、睡眠、排泄など本能的欲求

創
造
的
欲
求
⇅
本
能
的
欲
求

■図１　マズローの欲求５段階説

・マズロー欲求５段階説とは、人間の欲求を５段階のピラミッドのように構
成し（生理的欲求、安全欲求、社会的欲求、尊厳欲求、自己実現欲求）、低
階層の欲求が充たされると、より高次の階層の欲求を欲するとする説。

・松尾氏（1998）は園芸活動に含まれる「猟る（手に入れる）行動」と「育てる行
動」が本能的欲求と創造的欲求と一致する点に療法的効果が期待できると
説いています。

・園芸に含まれる「本能的行動」：猟る行動＝草木の香りを嗅ぐ、葉の音を聞
く、植物の味を知るなど。育てる行動＝植物の世話をする。

・園芸に含まれる「創造的行動」：猟る行動＝五感で味わう、園芸の知識を得
る、収穫物を分け合うなど。育てる行動＝発芽・開花・結実の喜びや枯死
の悲しみと共に植物を栽培するなど。

※
１
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2011～2018年に行った農園芸活動の一コマ

カ
に
お
い
て
、
傷し

ょ
う

痍い

軍
人
の
社
会
復
帰
を
目

的
と
し
た
作
業
療
法
に
園
芸
を
導
入
し
た
こ

と
が
発
端
と
な
っ
て
い
ま
す
。
1
9
5
0
年

代
に
は
医
療
機
関
に
お
い
て
主
に
精
神
病
者

を
対
象
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
確
立
し
、
1

9
6
0
年
代
か
ら
1
9
7
0
年
代
に
か
け
て

教
育
制
度
の
整
備
及
び
人
的
育
成
が
図
ら
れ
、

1
9
7
6
年
に「
園
芸
療
法
士
」が
誕
生
し
ま

し
た
。

　
日
本
に
お
い
て
は
1
9
6
5
年
に
「
理
学

療
法
士
及
び
作
業
療
法
士
法
」
が
制
定
さ
れ

て
以
降
、
作
業
療
法
の
一
部
門
と
し
て
「
園

芸
活
動
」
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
作
業
療

法
に
お
け
る
園
芸
活
動
は
精
神
障
害
者
へ
の

適
用
が
多
く
、
植
物
が
生
長
す
る
と
い
う

「
時
間
性
」が
、
社
会
的
存
在
と
し
て
の
時
間

が
停
止
し
た
精
神
疾
患
患
者
の
諸
機
能
回
復

に
有
効
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

筆
者
は
2
0
1
1
年
か
ら
2
0
1
8
年
に
か

け
て
引
き
こ
も
り
患
者
ら
と
共
同
で
農
園
芸

活
動
を
行
い
、
同
活
動
が
彼
ら
の
社
会
参
加

や
社
会
復
帰
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
有
効
な

支
援
手
段
と
な
り
得
る
こ
と
を
間
近
で
感
じ

ま
し
た
。【
上
写
真
】

　
日
本
に
お
い
て
、「
園
芸
療
法
」
が
専
門
領

域
と
し
て
確
立
さ
れ
た
の
は
、
１
９
９
０
年

代
初
め
、
ア
メ
リ
カ
の
園
芸
療
法
が
紹
介
さ

れ
て
以
降
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
経

済
的
生
産
性
が
低
い
こ
と
や
、
効
果
や
効
用

の
数
量
的
表
現
が
難
し
い
な
ど
の
理
由
で
受

け
入
れ
が
た
い
風
潮
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
の
後
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
心
の
癒
し

を
求
め
る
傾
向
や
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ブ
ー
ム
を

背
景
に
、
啓
発
普
及
活
動
が
本
格
化
し
、
現

在
、
日
本
園
芸
療
法
学
会
を
は
じ
め
、
複
数

の
関
連
団
体
に
よ
り
資
格
認
定
制
度
が
創
設

さ
れ
る
ま
で
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
他
方
、
よ
り
広
い
場
面
で
の
適
用
を
目
指

す「
園
芸
福
祉
」も
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
園

芸
福
祉
と
は
「
植
物
や
園
芸
を
介
し
て
、
健

康
回
復
や
生
き
が
い
づ
く
り
を
目
指
す
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
創
出
」
を
言
い
ま
す
。（
園
芸

福
祉
普
及
協
会
H
P
よ
り
）

2
0
0
0
年
の
介
護
保
険
制
度
お
よ
び
、

2
0
0
6
年
の
障
害
者
自
立
支
援
法
制
定
を

背
景
と
し
、
高
齢
者
領
域
や
障
害
者
領
域
に

お
い
て
、
生
活
の
質
の
向
上
や
就
労
手
段
と

し
て
の
有
効
性
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

同
時
に
遊
休
農
地
の
解
消
や
農
業
に
お
け
る

労
働
力
不
足
解
消
等
、
農
業
活
性
化
的
要
素

と
し
て
の
期
待
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。「
農
福
連
携
」へ
の
注
目
が
高
ま
っ
た

の
も
こ
の
時
期
に
重
な
り
ま
す
。「
園
芸
福
祉
」

が
植
物
を
通
じ
た
多
彩
な
活
動
の
場
（
地
域

や
街
づ
く
り
）
と
し
て
展
開
し
て
き
た
の
に

対
し
、「
農
福
連
携
」は
、
農
業
の
社
会
経
済

的
文
脈
の
中
で
そ
の
言
葉
が
定
着
し
て
き
た

こ
と
が
特
徴
と
言
え
ま
す
。

　
農
業
分
野
に
お
け
る
課
題
は
い
う
ま
で
も

な
く
労
働
力
の
確
保
で
あ
り【
図
２
】、
農
福

連
携
推
進
の
一
義
的
な
目
的
も
こ
こ
に
あ
り

ま
す
。
と
り
わ
け
、
機
械
導
入
が
難
し
く
手

作
業
が
必
要
と
な
る
小
規
模
農
家
や
季
節
雇

用
が
必
要
な
部
門
に
お
い
て
、
福
祉
分
野
に

よ
る
労
働
力
の
補
填
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

﹁
農
業
﹂分
野
︑﹁
福
祉
﹂両
分
野
に

お
け
る﹁
農
福
連
携
﹂へ
の
期
待

引
き
こ
も
り
患
者
の
支
援
手
段
に
も
有
効

﹁
園
芸
福
祉
﹂と﹁
農
福
連
携
﹂の
違
い

6,723
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就業者数 農林漁業就業者の割合（％）
就
業
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万
人
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農
林
漁
業
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者
の
割
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％
）

■図２　全就業者数に占める農林漁業就業者の割合（％）

出典：総務省統計局「労働力調査」

❶農園芸活動を行った菜園で収穫した各種野菜。
❷落花生の定植作業の様子。
❸菜園で収穫した立派なニンジン。
❹ニンジンの土寄せ作業の様子。

❶ ❹❸

❷
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2
0
1
0
年
代
初
め
よ
り
農
福
連
携
の
実
態

調
査
を
行
っ
て
き
た
吉
田
氏（
2

0
1

9
）に

よ
れ
ば
、
障
害
者
の
施
設
外
就
労
（
利
用
し

て
い
る
福
祉
施
設
の
職
員
と
と
も
に
農
業
者

の
圃ほ

場
等
に
出
向
い
て
農
作
業
等
を
行
う
こ

と
）
が
、
農
繁
期
の
安
定
的
な
労
働
力
確
保

と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
波
及
的
効
果
と

し
て
農
業
経
営
規
模
の
拡
大
や
、
適
期
収
穫

が
実
現
し
生
産
物
の
品
質
向
上
が
見
ら
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
福
祉
分
野
に
お
い
て
は
、
農
業
活
動
は
古

く
か
ら
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
1

9

9

0
年
代
以
降
の
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を

背
景
に
、
障
害
者
の
就
労
の
場
と
し
て
農
業

へ
の
注
目
が
高
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

1
9
9
0
年
代
の
機
械
工
業
分
野
に
お
け
る

大
手
企
業
の
海
外
生
産
の
拡
大
、
部
品
調
達

の
内
製
化
、
2
0
0
8
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
は
、
国
内
製
造
業
の
中
小
企
業
へ
の
下

請
け
を
減
少
さ
せ
、
製
造
業
部
門
で
賃
金
・

工
賃
を
得
て
い
た
障
害
者
は
、
新
た
な
分
野

で
就
労
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
と
な

り
ま
し
た
。

　
厚
生
労
働
省
に
よ
れ
ば
、
2
0
2
3
年
に

お
け
る
障
害
者
数
は
約
9
6
4
万
人
、
こ
の

う
ち
、
雇
用
施
策
対
象
者
（
18
～
64
歳
の
在

宅
者
）
は
4
8
0
万
人
に
な
り
ま
す
。
障
害

者
の
就
労
形
態
に
は
、
一
般
企
業
等
に
雇
用

さ
れ
る「
一
般
就
労
」と
、
就
労
系
障
害
者
福

祉
サ
ー
ビ
ス（
訓
練
等
給
付
）を
活
用
し
な
が

ら
就
労
す
る「
福
祉
的
就
労
」が
あ
り
ま
す
が
、

す
べ
て
の
障
害
者
が
、
い
ず
れ
か
の
形
で
就

労
を
果
た
し
て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
い
ず
れ
か
の
形
で
就
労
を
果
た
し
て

い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
労
働
の
対
価
と
し

て
得
ら
れ
る
賃
金
や
工
賃
の
低
さ
は
依
然
と

し
て
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す【
図
３
】。

　
農
業
が
障
害
者
の
有
効
な
就
労
の
場
と
し

て
期
待
さ
れ
る
理
由
の
一
つ
に
、
多
様
な
活

動
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

農
林
水
産
省
に
よ
る
と
、
令
和
４
年
度
末
に

お
け
る
農
福
連
携
の
取
り
組
み
主
体
数
は
６

3
4
3
件
と
推
計
さ
れ
て
お
り【
図
４
〜
５
】、

圃
場
や
ハ
ウ
ス
で
の
農
作
業
、
作
業
場
で
の

調
製
・
出
荷
作
業
、
加
工
、
販
売
に
至
る
ま

で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
多
様
な
活
動
は
活
動
ご
と
に
作
業
工
程
を

整
理
・
細
分
化
し
、
各
工
程
に
応
じ
て
分
業

化
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
障
害
特
性
に
応

じ
て
業
務
を
う
ま
く
割
り
振
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
共
同
作
業
を
ベ
ー
ス
と
し
た
作
業
体

制
が
確
立
し
、
農
業
分
野
に
と
っ
て
障
害
者

が
心
強
い
担
い
手
に
な
っ
て
い
く
こ
と
も
可

能
で
す
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
作
業
工
程
の
細
分
化

や
分
業
化
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
経
験
や
勘
に
頼

る
こ
と
が
多
い
農
業
分
野
で
は
十
分
に
蓄
積

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
障
害
者
が
働
け
る
場
を

農
業
分
野
で
拡
大
さ
せ
、
農
福
連
携
の
取
り

障
害
者
が
農
業
分
野
の

真
の
担
い
手
と
な
る
に
は

■図３　障害者の月額平均賃金・工賃
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■図４　農業分野における障害者の就労

■図５　農福連携の取組主体数（令和4年度末時点）

出典：厚生労働省 「 障害者の就労支援対策の状況：平均工賃
（賃金）月額の実績について」

出典：農林水産省HP「農福連携の推進」

　取り組んでいる農業経営体等数 　3,000件（ 0.32％）

　取り組んでいる特例子会社数　 　51件（8.81％）

　取り組んでいるA型事業所 　641件（15.99％）

　取り組んでいるB型事業所　　  　2,651件（18.42％）

　合計 　6,343件
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組
み
が
、
農
業
労
働
力
の
確
保
あ
る
い
は
障

害
者
の
居
場
所
と
し
て
定
着
す
る
た
め
に
は
、

障
害
特
性
へ
の
理
解
や
そ
の
特
性
に
応
じ
た

作
業
環
境
整
備
を
行
う
こ
と
が
、
農
業
分
野

に
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
「
農
福
連
携
」を
先
駆
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
農
業
者
で
は
、「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
農
業
」の

実
践
に
よ
り
、
こ
の
課
題
を
解
決
に
導
い
て

い
ま
す
。
浜
松
市
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
農
業
研
究

会
の
H
P
に
よ
る
と
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
農
業
と

は
、「
園
芸
作
業
を
行
う
こ
と
に
よ
る
生
き
が

い
づ
く
り
や
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
社
会
参

加
な
ど
の
効
用
を
、
農
作
業
の
改
善
や
農
業

の
多
様
な
担
い
手
の
育
成
な
ど
に
活
か
す
取

組
」
と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
福
祉
の
視
点

を
取
り
入
れ
「
人（
障
害
者
）に
仕
事
を
合
わ

せ
る
」
こ
と
を
基
本
と
し
、
誰
も
が
参
加
で

き
る
農
業
を
目
指
す
も
の
で
す
。
こ
の
先
進

事
例
で
は
、
事
業
の
核
を
農
業
に
置
き
、
農

業
経
営
を
強
化
す
る
こ
と
に
焦
点
を
当
て
て

い
る
点
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
障
害
特
性
に

応
じ
た
作
業
環
境
整
備
を
作
業
効
率
の
改
善

や
収
益
向
上
へ
と
つ
な
げ
、
そ
の
成
果
が
障

害
者
の
賃
金
向
上
に
も
結
び
付
い
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
ま
で
、「
農
福
連
携
」に
つ
い
て
、
障

害
者
の「
就
労
の
場
」に
焦
点
を
当
て
て
ご
紹

介
し
て
き
ま
し
た
が
、
冒
頭
で
も
述
べ
た
通

り
、
農
福
連
携
の
取
り
組
み
は
こ
の
限
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
オ
ラ
ン
ダ
で
は

園
芸
療
法
や
園
芸
福
祉
と
の
親
和
性
が
高
い

「
ケ
ア
・
フ
ァ
ー
ム
」が
普
及
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
の
ケ
ア
を
目
的
と
し

な
が
ら
も
、
農
場
と
い
う
環
境
を
活
用
し
食

料
・
農
業
生
産
に
貢
献
し
て
い
る
取
り
組
み

は
、
公
衆
衛
生
学
的
な
考
え
方
を
取
り
入
れ

た
多
面
的
機
能
型
農
業
と
し
て
位
置
付
い
て

お
り
、
2
0
2
2
年
時
点
で
オ
ラ
ン
ダ
国
内

に
約
1
2
5
0
件
あ
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま

す
。
農
業
は
、
就
労
が
難
し
い
障
害
者
や
高

齢
者
に
と
っ
て
有
益
な
居
場
所
を
提
供
す
る

可
能
性
を
秘
め
て
い
る
の
で
す
。

海
外
で
は﹁
ケ
ア・
フ
ァ
ー
ム
﹂も

﹁
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
農
業
﹂

❶は高齢者向けのデイケア施
設、❷は売店やキッチンが整
備されたガラス張りの複合施
設（温室）。いずれも広い農園
の敷地内にあり、利用者は屋
内外で様々な活動を行ってい
る。

【
引
用
文
献
】

松
尾
英
輔
（
1
9
9
8
）
『
園
芸
療
法
を
探
る
―
癒
し
と
人
間
ら
し
さ

を
求
め
て
―
』
グ
リ
ー
ン
情
報

山
根
寛
（
2
0
0
3
）
『
別
冊
総
合
ケ
ア
園
芸
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
―

園
芸
療
法
の
基
礎
と
事
例
』
医
歯
薬
出
版

藤
岡
真
美
・
若
野
貴
司
・
嶺
井
毅
・
松
居
勉
・
浅
野
房
代
（
2
0
1
0
）

「
園
芸
の
特
徴
を
活
か
し
た
療
法
と
は
何
か
―
そ
の
考
え
方
と
実
践
の

視
点
―
」
『
人
間
・
植
物
関
係
学
会
雑
誌
』
10

吉
田
行
郷
（
2
0
1
9
）
「
農
業
分
野
で
の
労
働
力
不
足
下
に
お
け
る

農
福
連
携
の
取
り
組
み
の
現
状
と
展
望
」
『
農
業
市
場
研
究
』
28

中
本
英
里
、・
胡
柏
（
2
0
1
6
）
「
ひ
き
こ
も
り
者
の
社
会
復
帰
と

自
立
性
向
上
に
果
た
す
農
園
芸
活
動
の
役
割
―
農
業
の
医
療
・
福
祉
効

果
に
関
す
る
実
験
社
会
科
学
的
考
察
―
」
『
農
業
経
済
研
究
』
87

中
本
英
里
・
胡
柏
（
2
0
1
7
）
「
う
つ
病
外
来
患
者
が
参
加
す
る
農

園
芸
活
動
の
効
果
に
関
す
る
一
考
察
」
『
人
間
植
物
関
係
学
会
誌
』
17

中
本
英
里
・
山
本
和
博
・
胡
柏
（
2
0
1
8
）
「
農
園
芸
活
動
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
る
気
分
の
変
化
と
医
療
的
・
福
祉
的
効
果
の
検
証
―
社

会
復
帰
を
目
指
す
若
年
無
業
者
の
事
例
―
」
『
農
業
経
済
研
究
』
90

中
本
英
里
・
澤
野
久
美
（
2
0
2
0
）
「「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
農
業
」
と

J
G
A
P
導
入
が
障
害
者
の
職
域
拡
大
に
与
え
る
影
響
」
『
農
業
経
営

研
究
』
58
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